
 

 

                           
 

 

   

  

 

 

                     

                       

                   

                    

                    

                    

 

                    

                   

                                 

                                

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人探究の進め方に違いがあるが、個々に応じた進め方ができるように言葉かけをする。 

① 児童の思考を整理し、方向性を確認する。（方向性の確認） 

  ② 児童が思考したことの理由を尋ね、児童の思考を明確にさせる。（思考の明確化） 

  ③ 児童の思考を広げたり、深めたりさせる。（思考の深化） 

  ④ 児童に寄り添い、共感し、児童の意欲付けをする。（意欲付け） 

  ⑤ 他教科の既習事項を想起させたり、日常生活と関連付けさせたりする。（想起・関連付け） 

・他教科との関連を図り、児童の体験や見

学などから、興味・関心を高める。 

・児童と共に、必然性のあるゴール設定が

できるようにする。 

・児童自ら探究したい疑問を見付けられる

ように、疑問を書きためる「チコちゃん

ボード」を教室に掲示したり、関連図書

を展示したりする。 

・主体的に探究できるように学習の見通し

をもたせ、学習計画を掲示する。 

3 年生 実践例 
 

『オリンピック・ 

パラリンピック調査隊』 

 

ゴールを設定する。  

・調査隊になって、調査したことを

ポスターにまとめて発表しよう。 

 
 

学習計画を立てる。 

① 調査したい疑問を見付ける。 

② 調べる本を探す。  

③ 疑問の答えを探しながら付箋を貼

って本を読む。 

④ 必要な情報を記録する。 

⑤ 情報を読み返して整理する。 

⑥ 調べて解決したことをまとめる。 

⑦ 発表会をする。 

 

学習計画にそって、探究する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びを振り返る。 

・疑問を吟味したり、考えを深めたりでき 

るように、対話的な活動を取り入れる。 

・他教科とつなげて、読んだり考えさせた 

りする。 

・図書資料をしっかり読む時間を確保する。 

・主体的に探究し、十分思考できるように、

教師の言葉かけを工夫する。 

学習を見通し計画を立てる 

 

課題発見 

情報収集 

情報の記録 

整理・分析 

まとめ・表現 

単元のゴールを設定する 

探究する（探究プロセス） 

学習を振り返る 

・内容について、自分なりの考えをもち、

次への疑問がもてたかについて振り返

る。 

・学び方について、探究的な学習の仕方に

ついて振り返る。 


